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注記

本資料に掲載されている株式会社アルチザネットワークスの現在の
計画、見通し、戦略、確信等のうち、歴史的事実でないものは、将来
の業績に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含んでおりま
す｡これらの情報は、現在入手可能な情報から株式会社アルチザネット
ワークスの経営者の判断に基づいて作成されております。実際の業績
は、さまざまな重要な要素により、業績見通しとは大きく異なる結果
となりうるため、業績見通しのみに全面的に依拠することは控えるよ
うお願い致します。また、本資料は、投資勧誘を目的としたものでは
ありません。投資に関する決定は、利用者ご自身のご判断において行
われるようお願い申し上げます。
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21/7期 Q3 決算報告
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21/7期 Q3 サマリー

■業績概要

・売上高は前年同期に対して増加（1,089M増加,48.3%増）

・営業利益は前年同期に対して472M増加

・経常利益は前年同期に対して525M増加

・当期利益は前年同期に対して355Ｍ増加

■事業状況
・モバイルネットワークソリューション（移動体通信関連）の
売上が前年同期比で大幅増加

・ＩＰネットワークソリューションの売上は前年同期比で減少

■業績予想
2021年3月1日発表の通期業績予想を修正

■配当予想
2020年9月3日発表の配当予想を修正
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20/7期 Q3実績 21/7期 Q3実績

金額

(百万円)

構成比

(%)

金額

（百万円）

構成比

(%)

増減額

(百万円）

増減率

(%)

売 上 高 2,255 100.0 3,344 100.0 1,089 48.3

売上総利益 1,327 58.9 2,223 66.5 895 67.5

営業利益 317 14.1 789 23.6 472 148.9

経常利益 253 11.2 779 23.3 525 207.4

当期純利益 220 9.8 575 17.2 355 161.2

総資産 5,518 100.0 8,851 100.0 3,333 60.4

純資産 3,826 69.3 6,410 72.4 2,583 67.5

21/7期 Q3 決算ハイライト

・前年同期比で売上高は1,089M増、営業利益は472M増、経常利益は525M増、
当期純利益は355Ｍの増加となった。
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21/7期 Q3 セグメント別売上高実績

20/7期 Q3実績 21/7期 Q3実績

金額

(百万円)

構成比

(%)

金額

(百万円)

構成比

(%)

増減率

(%)

モバイルネットワーク

ソリューション
1,744 77.3 2,922 87.4 67.5

IPネットワーク

ソリューション
510 22.7 422 12.6 △17.4

合計 2,255 100.0 3,344 100.0 48.3

・モバイルネットワークソリューションは前年同期比67.5%増加
・IPネットワークソリューションは前年同期比17.4%減少
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21/7期 Ｑ3 売上実績（モバイルネットワークS）

【百万円】

■前年同期増減額 +1,177M

前年同期増減率 +67.5%

•5Gに対応するLoad Testerの国内
及び海外向け販売

•5G及び4Gに関する基地局テスト
サービス

•LTE-A(Pro)対応製品の国内及び海
外への販売・保守

国内の5Gに対応する基地局向け
Load Testerの販売、テストサービ
スが堅調に推移したことにより、大
幅に増収となった。

1,744 

2,922 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

20/4 21/4

売上高



8

510

422

0

100

200

300

400

500

600

20/4 21/4

売上高【百万円】
■前年同期増減額 △88M

前年同期増減率 △17.4％

•パケットキャプチャの自社、社外製品
の販売

•広域ＬＡＮサービス対応製品の販売

•ネットワークセキュリティ用途の社外
製品の販売

パケットキャプチャ製品の販売が前年同
期を下回った結果、減収となった。

21/7期 Q3 売上実績（IPネットワークS）
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21/7期 Q3 販管費の状況

・パケットキャプチャ製品は、新製品の開発により
前年同期と同様に推移。 LTE-A Pro、その他の開発
は前年同期より減少したが、5G開発の研究開発は売上
増加に伴い増加したため、研究開発費は前年より増加。

・人件費等人材関連投資等は増加したが、他の経費削減
により販管費の増加を抑制。
以上の結果、前年同期比で41.9％の増加となった。

20/7期

Q3実績

21/7期

Q3実績

百万円 百万円
増減率
(%）

販 売 管 理 費 計 1,010 1,434 41.9

人 件 費 217 320 47.0

採 用・教 育 費 等 6 17 195.4

減 価 償 却 費 18 16 △11.2

研 究 開 発 費 653 917 40.4

支 払 手 数 料 等 33 52 56.9

そ の 他 81 109 34.6
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21/7期 業績修正
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21/7期

（3/1）
21/7期（6/3修正）

通期計画

(百万円)

通期計画
(百万円)

計画増減

(百万円）

Q3実績

(百万円）

進捗率

(%)

売 上 高 3,900 4,024 124 3,344 83.1

営業利益 780 789 9 789 100.1

経常利益 760 775 15 779 100.6

当期純利益 530 538 8 575 106.9

1株当たり配当 6.00円 17.00円

21/7期 通期計画（6/3修正）

・モバイルネットワークソリューションの国内販売が堅調に推移したため、売上高
が増額、利益については第4四半期も研究開発が増加するため同水準の見込み。

・配当金については、創立30周年記念配当5円、普通配当12円とし、1株当たり
17円に増配。
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21/7期

（3/1）
21/7期（6/3修正）

通期計画

(百万円)

通期計画
(百万円)

計画増減

（百万円）

Q3実績

（百万円）

進捗率

(%)

モバイルネットワーク

ソリューション
3,300 3,424 124 2,922 85.4

IPネットワーク

ソリューション
600 600 － 422 70.4

合計 3,900 4,024 124 3,344 83.1

21/7期 セグメント別売上計画（6/3修正）

・モバイルネットワークSにおいて、国内の5G向け製品、基地局テストサービス
が堅調に推移するため、通期計画を増額修正。

・IPネットワークSにおいては、パケットキャプチャ製品の販売がQ2→Q3で回復
基調で今期想定範囲内の見通しとなり、通期計画を据え置き。
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IRに関するお問合せ

管理本部

E-mail : ir@artiza.co.jp
電話番号： 042-529-3494


